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従来 の ビジネス英語(商 業英語,貿 易英語,貿 易
通信文などとほぼ同義)は,「 いかに英語 で うま く
表現す るか(howtowriteeffectively)」 とい う技
術的 な側面が強調 された きらいがある。初期の ビ
ジネ ス英語は,外 貨獲得 を 目的 とした輸 出促進 の
一手 段で あった
。 それ故,ビ ジ ネス英語 の研 究
が,理 論的な解明 はさてお き,表 現の羅列 に終始
したのは,戦 後の経済復興 とい う歴史的 な事実 か
らみて もやむを得 ない ことか もしれない。 しか し
今や経済大国 として成長 した 日本は,単 なる 「モ
ノ」 の輸出か ら国境 を越 えた企業の海外進出 とい
う時代 に入 り,多 くの ビジネス関係者 が海外 に渡
航 している。従来は,い わゆ るホワイ トカラーの
一部 のエ リー トのみがその対象 となっていたが
,
現在 では,地 方の工場の技能労働者 を も含んだ あ
らゆる人が派遣 される時代 である。 このよ うな ビ
ジネスの実情の変化 と共に,コ ミュニケーシ ョン
の手段である ビジネス英語 も変化 しつつあ り,ま
た変化す ることが必要であろ う。
事実,国 際的な取引における主 な コ ミュニケー
シ ョソは,媒 体を使 った間接的 コミュニケーシ ョ
ソか ら,現 在 は,相 手 と直 接対 面 す る(face・to・
face)コ ミュニケーシ ョンの頻度 が増 えて いる。
それだけに従来の 「読む」「書 く」 よ りは 「話す」
「聞 く」 の比重が高 まってい るのは当然 で ある。
しか しその ような現状においても,依 然 として文
章 を読んだ り,書 いた りす る ことの重要性 は忘れ
てはならない。今まで以上 に,い わゆ る英語の4
つ の機能 「読 む」r書 く」「聞 く」「話す」 の習得
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が 求 め ら れ て い る 。 し か し な が ら,本 稿 で は,
日 ・英 の 表 現 の 違 い に 焦 点 を あ て る た め に,広 い
意 味 の ビ ジ ネ ス 英 語 で は な く,従 来 の 「読 み 」
「書 き 」 を 中 心 と し た 問 題 点 に 限 定 す る 。
ビ ジ ネ ス 英 語 の 範 囲 は 当 然,広 義 の ビ ジ ネ ス コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ に 含 ま れ る 。 ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン の 対 象 は,
1,Communitycommunication(地 域 社 会 と
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ)
2.Culture(文 化)
3.Organizationalcommunication(組 織 内 に
お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン)
4.Languageworkability(言 葉 の 運 用 能 力)
5.Nonverbalcommunication(非 言 語 コ ミs
ニ ケ ー シ ョ ソ)
の5項 目 に 整 理 さ れ る(1)。
し か し,い わ ゆ る 一 般 に い わ れ て い る ビ ジ ネ ス
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は,よ り 狭 義 で 上 記 の
Organizationalcommunicationに 限 定 さ れ る 。
こ れ を さ ら に 詳 細 に 分 類 す る と,
a)Presentation(ス ピ ー チ)
b)Persuationandmotivation(説 得)
c)Interpersonalrelationships(人 間 関 係
論)
d)Smallgroupdiscussion(企 業 内 デ ィ ス
カ ヅシ ョ ン ま た は ミ ー テ ィ ソ グ の 方 法)




ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け る ロ ジ ッ ク)
h)Debateandargumentation(デ ィ ベ ー
ト)
i)Writtencommunication(文 書)
と な る(2)。 従 っ て,本 稿 の 対 象 で あ る ビ ジ ネ ス 英
語 は,ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 特 定 分 野 で
あ るWrittencommunicationを 意 味 す る こ と に
な る 。
本 稿 で は,ビ ジ ネ ス 英 語 に 対 し て,今 ま で の 機
能 的 な ア プ ロ ー チ か ら さ ら に 進 ん で,「 な ぜ こ の
よ うに 書 く の か 」 ま で 含 ん だ 理 論 的 な 考 察 を 目 標
と してい る。 まず 一般 的 な コ ミュニケ ーシ ョンの
概 念 を明 らか に し,次 に その一 分 野 の ビジネ ス コ
ミュニ ケ ーシ ョンの仕組 み を 明 らか にす る。 そ し
て,上 記 の よ うな ビジネ ス コ ミュニ ケ ーシ ョソの
特定 分 野 で,し か も非常 に限 定 され た ビジネ ス英
語 の表 現 に関 す る問題 点 を,デ ィス コ ミュニ ケー
シ ョソの考 え方 を援 用 し,検 討す る。
1.コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の概 念
ビジネ ス英語 は当然 の ことなが ら コ ミュ ニケ ー
シ ョソの ひ とつ の手段 で あ り,学 問的 には コ ミュ
ニ ケー シ ョソの一 分 野 を構 成す る。 そ こで,ビ ジ
ネ ス英語 の 内容理 解 の手 助 け と して,広 い意 味 で
の コ ミュニケ ・一シ ョンの概 念 を 明 らか にす る。
1)一 般 的意味
我 々の社会生活は,コ ミュニケーシ ョン活動 か
ら成 り立 っているといって も過言 ではない。 しか
も余 りにも身近で,あ た り前の ことなので,あ ら
ためて コ ミュニケーシ ョンとは何か,と 問われ る
と,的 確 な答 えを出せ る人は少 ないであろ う。
代表 的な辞書によると,
「人間が互いに意思 ・感情 ・思考を伝達 しあ うこ
と。言語 ・文字その他視覚 ・聴覚に訴 える身振 り・
表情 ・声 な どの手段に よって行 な う。」(『大辞林』
三省堂1989年 第八版)
「社会 生活 を営む人間 の間 に行わ れ る知 覚 ・感
情 ・思考の伝達。言語 ・文字その他視覚 ・聴覚 に
訴 える各種 の ものを媒介 とす る。」(『広辞苑』岩波
書店 昭和59年 第三版)
「特定の刺激に よって互いにあ る意味 の内容 を
交換 す る こ と。人 間社 会 にお いて は,言 語,文
字,身 ぶ りなど,hの シンボルをなかだちとし
て複雑 かつ頻繁 な伝達,交 換 が行なわれ,こ れに
よって共 同生活が成 り立 って い る。」(『国語大辞
典』小学館 昭和56年 第一版)
な ど,説 明してある。従 って一般的には,コ ミュ
ニケーシ ョソは,「 シ ンボル(手 段)を 通 した 意
思 ・感情 ・思考 の伝達 あ るいは交換」 と理解 され
る。
ビジ ネ ス英 語 の デ ィス コ ミ ュニ ケ ー シ ョン問 題
この よ うな意 味 を持 った コ ミュニ ケー シ 認ン と
い う用 語 は,コ ミュ ニケ ーシ ョソ活動 と同様,日
常 生活 にお い て も頻 繁 に使 用 され て い る。 そ の具
体 例 を身近 な新 聞 の記 事 か ら拾 ってみ る と(3),
① 「対 話」 の意 味
一外 相 との会 談 は ネ ゴ シ ェーシ ョソ(交 渉)
で は な く コ ミa.ニ ケ ー シ ョン(対 話)で あ
る……
一 男 同士 の コ ミュニ ケー シ ョンは うま くい く
し,… …今 の方 が ハ ッ ピー。
一(今 の若者 は)… … 団体 行 動 を好 まず
,コ
ミュニ ケ ーシ ョソ しづ らい。
一一地 域 の小売 業 老 が… … コ ミュニ ケー シ ョン
の場 とす る決 意 を しない 限 りどん な法 律 を
つ くって も… … むだ だ ろ う。
一 企 業 は学 生 との コ ミュニケ ー シ ョソ手段 が
ほ しいの で… …
一広報 の仕 事 は記 者 に誠実 に コ ミュニ ケ ー ト
す る こ とが 第一 です 。
一 最近 の子 供 は子供 同 士 の コ ミュ ニケ ー シ ョ
ソに慣 れ てい な い。
② 「共 通 の認 識 」 の意 味
一一一 種 の コ ミュニケ ー シ ョン 。ギ ャ ップが事
態 を よ り複 雑 に した と言 え る。
一 … … 男女 両 方 の コ ミュ ニケ ーシ ョソが よ く
な る よ うな,… …そ ん な手助 け に な る とい
い と思 って い ます。
一 極 端 に 接 触 が 少 な い 家 庭 の コ ミュニ ケー
シ ョンが 電話 に よ って か ろ うじて支 え られ
て い る… …
一 あ る程 度
,社 会 の価 値観 が共 通 して い ない
と,コ ミュニケ ー シ ョン は成 立 せ ず,平 和
も維 持 で きな い。
③ 「共 感」 の意 味
一 も と も と 「遊 び」 に は
,仲 間 との コ ミュニ
ケー シ ョンや帰 属感 を求 め る とい う欲 求 が
あ った 。
-21世 紀 に お い て は ,… … ス キ ン シ ップ の
ハ ー ト(情 熱 と情 愛)コ ミュニ ケ ーシ ョン
が重 要 性 を増 す の で あ ろ う。
一 男性 も女性 も偏 見 を捨 て去 り
,二 人 で語 り
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合 い,コ ミュニ ケー トし得 た な ら,… … 問
題 は,解 決 し得 るもの だ と思 います 。
④ 「広 報 ・宣 伝 」 の意 味
一 企 業 の体 温 が感 じられ る よ うな対 外 的 ・社
内的 コ ミュニ ケー シ ョソを… …企 画制 作 し
てい た い… …
な ど,日 常 何 気 な く使 用 し て い る コ ミュニ ケー
シ ョソ とい う言葉 も,意 味 を調 べ てみ る と非 常 に
曖 昧 で,状 況 に よ って いろ い ろ な解 釈 が 可能 とな
る。
この よ うに我 々の生 活 に密 着 し,空 気 の よ うな
存 在 の コ ミsケ ーシ ョンは,す べ ての 人 の あ ら
ゆ る事柄 に関 係す るだ け に,非 常 に広 い概 念 で,
正 確 な定 義 づ けは容 易 で は ない。
2)定 義
コ ミsニ ケ ーシ ョンに関 す る研 究 は,古 くは ソ
ク ラテ ス,ア リス トテ レスの修 辞 学 に見 られ る よ
うに,紀 元 前 ギ リシ ャ時 代 の ポ リス(都 市国家)
か ら行 わ れ て いた 。 当初 の研 究 は,説 得 力 のあ る
上 手 な演 説 の仕 方 を学 ぶmの テ ク ニ ック の研 究
にす ぎなか った。 しか し当 時 の演 説 は,国 家的,
社 会的 に も重要 な役割 を果 た してお り,現 在 の論
理 学 あ るい はス ピー チ(speech)の 基礎 とな り得
る。
この よ うな研 究 か らさ らに科 学 的 な理 論化 へ と
試 み が盛 んに な った の は,20世 紀 に な ってか らの
こ とで あ る。 ジ ャーナ リズ ム論 情報 理 論 心 理
学,社 会 学,言 語学 な どhの 研 究 が あ る。 それ
らの うちで こ こで は心 理 学的 ア ブmチ と,社 会
学 的 ア ブmチ を取 り上 げ る(4)。前 者 の代 表 的 な
研究 老 として,ホ ヴ ラン ド(C.1.Hovland),オ ズ
グ ッ ド(C.E.Osgood)が 挙 げ られ る。
ホ ヴ ラソ ドに よ る と,コ ミュニ ケ ーシ ョソは,
「送 り手(comunicator)と して の個 人 が,受 け
手(communicatees)と して の他 の 個 人 の行 動 を
変 容 す るた め に,刺 激(普 通 は言語 シン ボル)を
伝 達 す る過 程 」(5)
と定 義 づ け て い る。 彼 は,コ ミュニ ケー シ ョソを
「個 人 の変 容過 程 」 として捉 えて い る。
また オズ グ ヅ ドは,
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「源(source)と して の シ ス テ ム が,到 達 地 点
(destination)と して の シ ス テ ム に,両 シ ス テ ム
を結 ぶ チ ャソネ ル を 通 して 搬 送 可 能 な シ グナ ル
(alternativesignals)セ こよっ て影 響 を与 え る とき,
こ れ を コ ミュニ ケ ーシ ョン と よ ぶ こ と が で き
る」⑥
と述 べ てい る。 この見 解 は,コ ミュニ ケ ーシ ョソ
を広 く捉 え,個 人,社 会,文 化 な どを含 ん だ 「シ
ス テ ム間 の 影 響 過 程」 と して い る。 言 い 換 え る
と,「 あ る ものが他 の もの を変 え よ うとす る過程 」
と して理 解 して い る。
次 に,社 会 学 的 ア プ ローチ は,コ ミュニ ケー
シ ョソを単 な る 「送 り手 」 と 「受 け手」 の関 係 だ
け で な く,も っ と広 い範 囲 で捉 え よ うとす る もの
で,こ こで は ク ー リー(C.H.Cooley),シ ュ ラム
(W.Schramm),竹 内郁 郎 を取 り上 げ る。
まず ク ー リー に よ る と,
「コ ミュ ニケ ーシ ョソ とは,人 間 関 係 が成立 し,
発 展す るた め の メカ ニズ ムを意 味 す る。 そ れ は精
神(mind)の す べ て の シ ソボ ル に基 づ き,か つ シ
ソボル を空 間的 に搬 送す る手段 と時 間的 に保 存 す
る手段 とを含 む」(η
と してい る。 彼 は,人 間関 係 の 成立 と発 展 の メカ
ニズ ムを,シ ソ ボル の搬送 と保存 に よ って 明 らか
に して い る。
シ ュラ ムは,
「コ ミュニ ケ ーシ ョン とい う言 葉 は,ラ テ ン語
のcomrnunis(common)か ら き て い る。 わ れ わ
れ の間 で の 『共 通 性(commonness)』 を成 立 させ
る,つ ま り情報,思 想 あ る いは態 度 を共 有 し よ う
とす る試 み で あ る」(8)
と述 べ て い る。彼 に よ る と,コ ミュニ ケー シ ョン
は,相 互 の共 通 性 を追 求す る こ と とな る。
ま た 竹 内郁 郎 は,人 間 相 互 間 の コ ミュ ニ ケ ー
シ ョソを社 会 的 コ ミsニ ケー シ ョソ と捉 え,
「人 間 の 個体 な い し集 合 体 の 間 に お け る情 報 の
処理 と伝 達 の過 程 を さす もの」(9)
と考 えて い る。
以上 コ ミュ ニケ ーシ ョソは,心 理学 的 ア プ ロー
チ に よ る と,個 人 も し くは シス テ ム間 の 「内的 変
化 の 過 程 」 と して捉 え られ,ま た社 会 学 的 ア ブ
ロー チ に よ る と,社 会 関係 にお け る 「人的 相互 作
用 」 として考 え られ てい る。 従 って,本 稿 で は,
ビ ジ ネ ス 英 語 が 人 的(personal)コ ミュニ ケ ー
シ ョンの手段 で あ る こ とを考 慮 に入 れ,上 記 の定
義 に 従 って,コ ミュニ ケー シ ョンは,「 英 語 を通
しての 人的 意 思 の変化 ・影響 の過程 」 と理解 す る
こ とが で きる。
2.ビ ジ ネ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の枠 組 み
こ こで は,コ ミュニ ケ ーシ ョソの特定 の分 野 で
あ る ビジ ネス コ ミュニ ケ ーシ ョンを分 か りや す く
理解 す るた め に,単 純 な図式 化 を試 み る。
1)基 本 的構 造
ビジネ ス は,個 人 も し くは人 の 集合 体 と しての
集 団間 の取 引 で あ るの で,窓 口 とな る担 当者 に複
数 の関 係者 グル ー プを加 えた企 業 間 コ ミュニケ ー
シ ョソ と な る。 こ こ で の ビ ジ ネ ス は,国 際 取 引
(貿 易)を 想 定 し て い る の で,国 境 が 存 在 す る
(図2-1参 照)。
図 か らわ か る よ うに,口 内 は企 業 内(組 織 内)
コ ミュ ニケ ーシ ョソ とな り,国 境 を は さんだ 企業
同士(X,Y)は,い わ ゆ る国 際 的 コ ミュニ ヶ 一
シ ョソ とい うこ とにな る。 当然 の こ となが ら,ビ
ジ ネ ス上 の コ ミュニ ケー シ ョンは,一 回限 り,あ
るい は一 方 向か ら とい うこ とは非 常 に少 ない。 通
常 は企 業X,Yと も,送 り手 に も受 け手 に も な
り得 る。 いわ ゆ る 「開 か れた 回路 」 としての相 互
コ ミュニ ケ ーシ ョソが 可能 とな る(図2-2参 照)。
この 図 か ら は,そ れ ぞ れ の 企 業X,Yの 担 当
者 が コ ミュニケ ー シ ョソの窓 口とな り,メ ッセ ー
ジ の発 信,受 信 の 役 目を 担 って お り,そ の 背 後
に,関 係 部 ・課 か らの複 数 の関 係者 が,集 団討議
に よ り,相 手 か らの メ ッセ ー ジの 解 読(解 釈)を
した り,そ れ に答 え る対 応策 を検討 す る,一 連 の
ビジ ネ ス コ ミュ ニケ ーシ ョンの基 本 的 な プ ロセ ス
が 明 らか に な る。
しか しな が ら,こ の図 で は,コ ミュ ニケ ーシ ョ
ンの基 本 的 な機能 で あ る メ ッセ ージの意 味 伝達 と
内容理 解 に つ いて は解 明 で き ない。 例 えぽ,企 業
ビジネス英語 のデ ィス コ ミュ論ケー シ ョン問題
図2-1国 際 ビジ ネ ス の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ス{1)
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(出所)繧 璽;㌻ 論 ウ徽1斜 鐸 謙 京大学出版会199・年12ペ ージ(社会
内 コ ミュニ ケ ーシ ョンで は同 じ言 語 文化 圏 とい う
こ とで,ビ ジネ ス上 の致 命 的 な ミス とな る よ うな
差異 は生 じそ うもない。 しか し,言 語 体 系 も異 な
り,異 文 化 圏 に 属 す る企 業X,Yの 担 当者 間 の
コ ミュニケ ー シ ョソは ,大 きな困難 が 伴 うもの と
思 わ れ る点 な ど,メ ッセ ー ジ内容 の記 号化,記 号
解 読 の問 題 が残 る。
そ こで次 に,上 記 の問 題点 を 明確 に した,ビ ジ
ネ ス コ ミュ ニケ ー シ ョンの本 質 ともい うぺ き メ ッ
セ ー ジの 内容 まで網 羅 した モ デル化 が必要 に な ろ
う。
2)基 本的構成要素
ここでは,メ ッセージの意味伝達 ・内容理解 の
問題 を検討す るために,記 号論 モデルを参考 に し
て,コ ミュニケーシ ョンの基本的 な構成要素 を説
明す る(図2-3参 照)。
まず 「事態 ・状況」は,当 事者 を取 り巻 く外的
環境 の ことであ り,記 号体系の指示対 象 となる。
コミュニケーシ ョンが,効 果的 になされるための
前提 となるので,発 信者,受 信者 とも自分の置 か
れた立場 を十分に理解 し,把 握す ることが必要 で
あ る。「主観的 世界」 は,発 信者,受 信者 の考 え
方,価 値観を左右 し,コ ミュニケーシ ョソの過程
を最初か ら最後 まで コン トロ・一ルす る。「コー ド
体系」 は,記 号体系 を作 り,伝 達のための基本的
な前提であ り,発 信者の意思を明確 に し,形 式 を
与 える役 割を持つ。 「記号体系」 は,一一般 にいわ
れ るメ ッセージ,情 報を指す。
この図 か らわか るよ うに,こ こでは,「 コー ド
体系」 と 「場」 が強調 され る。 中野 氏 は,「 人 間
と記号体系 の相互作用が コミュニケーシ ョソの基
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図2-2国 際 ビ ジ ネ ス の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ス(2)
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(出 所)中 野収 「マ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ソ と記 号 」 川 本茂 雄 他 編 『講 座 ・記 号
論4:日 常 と行 動 の記 号 論 』 動 早 書 房,1982年,123ペ ー ジ
本 で あ る」(10)とした 上 で,意 図 を正 確 に伝 達 す る
コ ミュニ ケ ーシ ョソが完 全 に行 わ れ るた め に は,
「コー ド体 系1と コー ド体 系IIの 一 致,従 って
"encode"と"decode"も 一 致 し な けれ ぽな らな
い」(ll)と指摘 して い る。
例 えぽ,「 緑 」 の 色 が 「進 め 」 を表 す 交通 信 号,
「首 を振 る」 こ とが 「否 定」 を表 す 身振 りな どは,
前 もっ て,ど の 『記 号 表 現 』(「緑」「首 を振 る」)
ビジネ ス英語 の デ ィス コ ミュニケーシ 猷ン問題
図2-4相 手 国 言 語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
〔楳体}
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図2-5第 三 国 言 語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
(媒体)
が,い か な る 『記 号 内 容』(「進 め」「否 定」)を 持
つ か とい うこ とが ,『 コー ド』(code)と して規 定
され て い る(iz)。つ ま り,我hが 交 通 信 号 の 「緑 」
を見 て 「進 め」 とい う行 動 を とる のは,我hが ,
交 通 信 号 に つ い て の決 ま り(「 コー ド」)に 従 って
「解 読」(decode)し て い るか らで あ る。 身 振 りつ
に い て も同様 に,人 は,「 首 を振 る」動 作 に,「 否
定」 の意 味 を理 解 す る こ とが で き る。
この よ うに,共 通 の コー ド体系 を持 つ場 合 は ,
いわ ゆ る コ ミュニ ケ ーシ ョンは容 易 に行 わ れ る。
しか し,異 な る コー ド体 系 の場 合 は 問題 で あ る。
例 えば,「 首 を振 る」 動作 を「肯 定」 と解 す る人 が
い る場 合,言 い換 え る と,図 に お け る発 信 者 の
コー ド(コ ー ド体 系1)と 受 信 者 の コー ド(コ ー
ド体 系II)が 異 な る 場 合,両 者 の コ ミュニ ケ ー
シ ョンは大 変 困難 な もの とな る(13)。
また 「コー ド体 系」 の一 致 が な され て も,「 場」
の 問題 が生 じる。 例 えぽ,「 首 を振 る」e「 否 定」
とい うコー ドを 両者(発 信 者,受 信 者)が 共 有 し
ていても,そ の時の コ ミュニケーシ ョンの状況次
第で は,そ れが反語的 な意味 であ った り,冗 談で
ある場 合が考 えられ る。 コー ド体系が同 じで も状
況に よってはコ ミュニケーシ ョソが容易に行われ
るとは限 らない。そ うした情況設定の枠組みが,
この図の 「場」 とい うことになる(i4)。
発信者の意思の内容伝達 と,そ れに対す る受信
者 の意味理解が完全 に行わ れ るため には,「 コー
ド体系」 と 「場」 とい う構成要素を考慮に入れ な
ければな らない ことは明 らかであろ う。
中野 氏の図 を参考 に して,ビ ジネ ス コ ミュニ
ケーシ ョンの場合を想定 したのが図24で ある。
図2-4は 図2-3に 口 の部分 を加 えた もので あ
る。本稿 での ビジネ スは,国 際取引(貿 易)を 想
定 した ものであ りrコ ミュニケーシ ョンの手段 と
して,お 互 いに共通言語 を使用 しなけれ ばな らな
い。図24は,例 えぽ,日 本 人 と米 国人 の取 引
で,日 本語(コ ー ド体系1)か ら相 手 国言 語 であ
る英語(コ ード体系II)へ の転換 が必要 となる。
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図2-5は,日 本 人 とブ ラ ジ ル 人 との取 引 の場
合 に あて は ま り,両 者 と も共通 言 語 へ の転 換 が必
要 とな る。 例 えぽ,共 通 言 語 を英 語 とす る と,日
本語(コ ー ド体系1)か ら英 語(コ ー ド体系III)へ
の転 換 と,英 語(コ ー ド体 系III)か らポ ル トガ ル
語(コ ー ド体系II)へ の転 換 が そ れ ぞれ 必 要 と な
る。
本 稿 の ビジ ネ ス コ ミュニ ケー シ ョソの場 合 は,
ビジネ ス英語 の視 点 か ら,図2-4に 限定 され る。
図2-5で は,両 者 と も コー ド体 系IIIへ,あ る い
は コー ド体 系IIIか らの 転換 が行 わ れ,全 く同 じ コ
ミュニ ケー シ ョソ行 動 が 必 要 とな り対 等 で あ る
が,図2-4の 場 合,一 方 的 な 転 換 の み で,コ
ミュ ニケ ー シ ョソ行動 か らい うと不 平等 で あ る。
それ だ け 日本 人 が国 際的 取 引 に従 事 す る場 合,常
に記 号体 系1か ら記 号体 系IIへ の転 換 とい う作 業
が 付 加 さ れ,英 語 を 母 国 語 とす る 人h(native
speakers)よ りも大 きな ・・ソ デ ィキ ャ ヅプを 背 負
うこ とに な る。
一 般 に コー ドは ,文 化 的,社 会 的,歴 史 的 な面
に制 約 され るの で,国 際取 引 に お いて は,完 全 な
コ ミュニ ケー シ ョンのた め の コー ド体 系1と コー
ド体 系IIが 一 致 す る こ とはほ とん どあ り得 な い。
この コー ド転換 を いか に うま く行 うか が,ビ ジ ネ
ス コ ミュニ ケ ーシ ョソの成 功 の鍵 とな る。
「場 」 に関 して は,ビ ジネ ス上 で は,「 売 り手 の
立場 」,「買 い手 の立 場 」 に よ り,そ の状況 は全 く
異 な る。 そ の立場 に よって,一 方 で はで き るだ け
高 く売 りた い し,他 方 はで き るだ け安 く買 いた い
とい う利 害 の反 す る正反 対 の 状況 に置 かれ る。 そ
れ故 に,あ る商 品 の値 段 「100ド ル」 は,一 方 に
とっ て は安 く思わ れ,他 方 に は高 く思 わ れ る か も
し れ な い。 同 様 に,`goodprice'は,売 り手 に
とって は高 い値 段 で あ り,買 い手 に と っては安 い
値 段 で あ るか も しれ な い(15)。そ の 人 の置 か れ た
状 況(場)に よっ て,同 じ表 現 の意 味 が 正反 対 の
解 釈 とな り得 る。
この よ うに,ビ ジ ネ スに お い ては,情 況設 定 の
枠 組 み は,最 初 か ら相 互 に異 な る もの で あ る こ と
が は っ き り して お り,「 場1」 と 「場II」 の 差 異
が,例 えば,「100ド ル」 に対 す る意 味,内 容 の解
釈 が正 反対 とな り,コ ー ド体系 に影響 を及 ぼす 。
しか しそ れ は,そ れ ぞ れ の 立 場 を理 解 して い れ
ぽ,そ れ程 コ ミュニ ケー シ ョソ上 の困 難 な問題 を
発 生 させ る とは思 わ れ な い。 それ に対 し,コ ー ド
体 系 の違 い は,コ ミュニケ ー シ ョソ上 困 難 な問 題
を発 生 させ る。 厳密 にい うと,こ の コー ド体系1
と コー ド体 系IIの 違 いだ け で な く,さ らに場1に
お け る コー ド体 系IIと,場IIに お け る コー ド体 系
IIが,完 全 に 一 致 す る こ とは ご く稀 な こ とで あ
る。 や は り日本 人 ビジネ ス マ ソの英 語 は,日 本 語
(場1に おける コー ド体 系1)に 影 響 を 受 けた 英 語
(場1に お ける コー ド体 系II)で あ り,英 語 的 発 想
を取 り入 れた 米 国人 の英 語(場IIに お け る コー ド
体 系II)と は 異 な る。 つ ま り,「 場1に お け る
コー ド体 系II=場IIに お け る コ ー ド体系II」 の等
式 は成 立 せ ず,「 場1に お け る コー ド体 系II≒ 場
IIに お け る コー ド体 系II」 と な りS近 似 符 号
(≒)を 限 りな く等 符 号(=)に 近 くす る こ とが
必要 とな る。 こ こに ビジネ ス英語 研究 の意義 が見
い出 され る。
と も あ れ,図2-4で は,ビ ジ ネ ス コ ミュ ニ
ケー シ ョンにお け る メ ッセ ージの意 味 伝達 と内 容
理 解 の問題 点 か ら明 らか に な った 。
3.ビ ジネ ス英語 の表 現 の差 異
前章 で,ビ ジネ ス コ ミュニケ ーシ ョンの プ ロセ
ス と,メ ッセ ー ジの 内容伝 達 と意 味理 解 の仕 組 み
が 明 ら か に さ れ た。 ま た 発 信 老 側 か ら の"en-
code"と 受 信 者 側 の"decode"の 一 致 の 難 し さ
も指摘 され た。
そ こ で こ こ で は,な ぜ"encode"="decode"
とな らないか を理 論 的 に探 る こ とにす る。
1)デ ィスコ ミュニケーシ ョンの概念
発信者 の情報 は,① 表現 ②送号化,③ 送信,
④復号化,⑤ 理解,⑥ 意味受用の6段 階を経て,
受信者に伝達 される(図3-1参 照)。
各段階 の移 行 が円滑 に行 われれ ぽ,い わ や る
「情報の伝達の効果」は100%達 成 された ことにな
るが,現 実にそ うい うことは不可能で ある。各段
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図3-1伝 達 シ ス テ ム の 基 本 モ デ ル
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階 内 あ るい は段 階 間 で何 らかの 障害 が発 生す る。
コ ミュニ ケー シ ョンを妨 げ る さ まざ ま な要 素 が発
生 し,こ れ を 「ノイ ズ(noise)」 と い う。 文 法 上
の語 順 の違 い,意 味 論 で の意 味領 域 のズ レ,論 理
上 の思考 形 式 の違 い,文 法 上 の ものの言 い方 の違
い,社 会 記 号論 での文 化 の違 い な どが あ る(16)。
この よ うな ノイズ に よって生 じる各 段 階 の情 報
処 理 の 「不 能」 あ るい は 「低 忠 実 度(lowfidel-
ity)」 が,デ ィス コ ミュ ニ ケー シ ョン と呼 ぼ れ る
も の で あ る(17)。例 え ぽsメ ッセ ー ジ の意 味 に 関
して,発 信 者 の 意 味Aと,受 信 者 の意 味A'は 完
全 に 同一 とい うこ とはあ り得 ない。 図 の よ うに,
AとA'は,重 な り合 う共 通 部 分 と全 く重 な り合
わ な い部 分 が あ り,後 者 の意 味 のず れ が デ ィス コ
ミュニ ケー シ ョンとい うことに な る(18)。
A A'
デ ィ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン
つ ま り,コ ミュニ ケ ー シ ョソが,「 発 信 者 か ら
の メ ッセ ー ジが伝 達 され,そ れ を受信 者 が 理解 す
る こと」 だ とす る と,逆 に メ ッセ ー ジの伝 達 が困
難 で あ った り,メ ッセ ー ジの理 解 が 困難 な場 合 を
デ ィス コ ミュ ニケ ーシ ョン とい う。
2)ビ ジ ネ ス英語 にお け るデ ィス コ ミュニ ケー
シ ョン
コ ミュニ ケ ー シ ョン を 「情 報 伝 達 」 とみ な す
と,発 信,送 信,受 信 の3段 階 に お いて,デ ィス
コ ミュ ニケ ー シ ョンが発 生 す る と考 え られ る。 当
然 ビジ ネ ス コ ミ3ニ ケ ーシ ョンに お いて も同 じ よ
うに デ ィス コ ミュニ ヶ一 シ ョンが 発 生す る。 た だ
本稿 の対 象 とな るWrittencommunicationの 視
点 か らす る と,主 に発 信,受 信 の2段 階 にお い て
問題 とな る。 なぜ な ら送 信 過 程 で の デ ィス コ ミz
ニケ ー シ ョン は,我hの コ ン トmル 外 の こ とで
あ る。 つ ま り,国 際 取 引 に お け る コ ミs-一 ケ ー
シ ョソは,レ タ ーsテ レ ック ス,フ ァクシ ミ リ,
電 話 な どの媒体 を通 して行 わ れ るので,そ れ らの




発 信 に 関す る部分 を取 り出す と,図 の よ うに な
る(図3-2参 照)。 この 図 で わ か る よ うに,発 信
上 最 も重要 な部 分 で あ る情 報 形成 は,意 味形 成=
意 味 内 容 の形 成 と,記 号形 成e意 味 内容 の表 現 に
分 け られ る。 ビジ ネ ス上 の具 体的 な例 で示 す と,
取 引上 の問 題点 を十 分理 解 した うえ,そ れ を整理
し,ポ イ ン トを要 領 良 くま とめ る こ とで あ る。 こ
こは,ビ ジネ ス上 の基 本 とな るべ く専 門的 知 識 と
判 断力 が必要 とされ る。 幸 い な こ とに,こ の段階
で は 日本語 で用 が済 み,コ ミュ ニケ ー シ ョン上 の
問題 は少 ない。 大 きな困 難 が伴 うの は,記 号形 成
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英語
か ら送号化 の段階である。 国際取引の場合 は,当
事者 の共通 の言語に直す ことが必要 とされ る。 こ
こでは 日本語 か ら英語への転換がな され る。前述
した よ うに,こ の段階での転換が容易に行われれ
ぽ問題 ないが,100%完 全 に行わ れ るこ とはあ り
得 ない。 ここでの障害がデ ィス コ ミュニケーシ ョ
ソの原因 となる。
(1)-2発 信性ディスコ ミュニケーシ ョン
具体的 にい うと,こ こでのデ ィス コ ミュニケー
シ ョソは,日 本語か ら英語への転換 の ときに生 じ
る表現上 の誤 りのことである。前述 した ように,
日本人 ビジネスマソは 日本語に関 しては,英 語 よ
りも比較的容易に理解で きるので,ま ず 日本語 で
表現 された ものの内容を良 く吟味 し,言 語 の背後
にあ る状況を論理的に分析 し,理 解す る。 その う
えで,具 体的作業 として,英 語の表現 に必要 な要
素を取 り出し,英 文法 の規則に従 ってs英 語 に直
してい く。その過程で注意すべき点 として,① 英
語 で ノイズになるものを削除,② 別の表現 に変 え
る,③ ことばを補 う,④ 内容を配列 し直す,な ど
がある(19)。
日本語 と英語 は異言語 になるので,両 者 の語句
や語法 の違 いは大 き く,そ れ らを疎 かにす ること
がで きな い ことはい うまで もない。それ に加 え
て,そ れ らの背後 にあ る基本的な発想を認識す る
ことも大切であ る。 ここでは,日 本語を英語に転
換す るに際 し,日 本語 と英語 の基本的な発想の違
いか ら,表 現上大 きな変更の必要な項 目を取 り上
げ る⑳ 。
[1]主 語 に関す る問題点
[1]-1主 語の補足
日本語では,必 ず しも 「主語」 を明確 にす る必
要が なく,文 脈上判 断できる場合には,主 語が表
に現われないこともある。 しかし英語では,主 語
は文法の原則 として省略で きず,必 ず要求 され る
ので,そ の隠された主語 を見つけだ し,英 訳 しな
ければならない。言 い換 える と,英 語の基本文型
であ る 「主語+述 語」をつ くることである。 この
ため には,原 文(日 本語)の 内容を整理 し,全 体
の状況を把握 した うえで,主 語を特定す る必要が
あ る(21)。
例 えぽ,
「お問い合わせ に対 し,本 日下記 の通 りテ レッ
クスを打ちま した」




の よ うに な る。 また,
「お返 事 が遅 れ て 申 し訳 ござい ませ ん」
の場 合 も同様 に,「 我hが 返 事 を 出す のが遅 れ て,
我hは(あ なたに対 し)申 し訳 な く思 って い ます」
と直 し,




の よ うに な る。 さ らに,
「この 損 害 は貴 社 に責 任 が あ る もの と確 信 しま
す」







日本 語 の主 語 は,「 私 は」 「これ は」 の よ うに,
助 詞 の 「は」 を伴 うのが一一般 的 で あ る。 しか し,
「は」 は必 ず し も主 語 を示 す とは限 らず ,
「昨 日は天気 が良 か った 」
「秋 田県 は美 人 が 多 い」
の よ うに,目 的 語 や 副 詞 節(句)に 相 当 す る,い
わ ゆ る 「主題 」 を示す ものが あ る。
例 えば,
「この 品物 璽 最近 の諸 物 価 上 昇 の た め近 く1割
値上 げ しなけれ ぽ な りませ ん」
にお い て,正 確 な主 語 が わ か る よ うに 文 を直 す
と,「 我 々 は この 品物 を … …値 上 げ しな け れ ぽ な




ロ 　 り り
currentriseinprices.
の よ うに な る。 同様 に,
「この値 段璽 他社 と競 争 で き る もの と確 信 して
一111一
お ります」




の よ うに な る。 また,
「す べ て の手 形 に は,信 用 状 に記 載 され て お り
ます 船積 書 類 の添 付 が必 要 です」
の場 合,主 役 は手 形 で あ り,文 の裏 に隠 れ て い る
`you'で も船 積 書 類 で もな い
。従 って`draft(s)'





の よ うに な る。
[2]時 制 に つ い ての考 え方
日本 語 で は,時 制 の区別 は は っ き りしな いが,
英 語 で は 明確 に表 に現わ れ る。 日本 語 の場 合,話
し手 の意 識 に左 右 され る主観 的 要 素 が強 いが,英
語 の場 合 は,時 間 の流 れ にそ って,客 観 的 に対 応
して い る。
この 日本 語 の時 制 の 混 同 に つ い て は,「 視 点 の
移 動 」 とい う捉 え方 で説 明 され る㈹ 。
例 え ば,
(a)あ した 来叢 人 に これ を渡 して下 さい。
(b)日 本 へ行 っ些 時,そ の字 引 を買 い ます 。
の場合,内 容的 に は未来 の こ とに もか かわ らず,
「来 た 」 「行 った」 な ど過 去 時制 が使 わ れ て い る。
下 図 でわ か る よ うに,話 し手 は心 の 中 で,「 無
意識 の うちに,発 話 時点 の 視点 が点 線 の矢 印 の と
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ころ に移 動 す る… …。移 動 した時 点 か ら第 一 の行
為 を見 るか ら完 了態 に な る……」(24》の で あ る。
同様 に,視 覚 型 の英 語 で は,話 し手 の視点 は固
定 して動 か な い が,触 角 型 の 日本 語 は,「 距 離 間
が固 定 した 一 点 か らで きるの で は な くて,物 体 を
撫 で廻す よ うに,多 点 か ら生 まれ るの で,空 間 の
観 念 が乏 し くな る」 と,話 し手 の視 点 は 自由に動
くこ とが 指i摘され て い る(25)。
この よ うに,時 制 に関 して,日 本語 で は何 気 な
しに読 みす ごす と ころ で も,英 訳 の場 合 は明確 に
示 す 必要 が あ る。
例 え ぽ,
「ジ ョン ソソ夫 人 の ご逝去 の 知 らせ に接 し驚 き
ま した」







「も し前 回 の 船積 に関 して ご不 満 の点 が ご ざい
ま した ら,ど うぞお 聞 かせ くだ さ い」
"Ifthereisanythingunsatisfactoryabout
ourlastshipment,pleaseletusknow."
「この 注文 が満 足 の ゆ く方 法 で 履 行 さ れ ま し些




の よ うに,日 本 語 の 「た」(過 去 時 制)を 英 語 の
文 で は現 在時 制 とす る。
逆 に,
「客 先 か ら注文 品 が 望 ま し くな い状 態 で納 品 さ
れ 内容 の 一 部 が 紛 失 し て い る と通 告 し て き ま し
た」
の よ うに,日 本語 の 「納 品 され」 「紛 失 して い る」






の よ うに,過 去 時 制 とな る。
さ らに,
「当社 に発 注 な され るい か な る注 文 も迅 速 に履
行 いた しま し ょ う」




の よ うに,未 来 形 と な る(現 在形 で は 「習慣 の意
味」 が強 く出て不 自然 とな り正 しくない)㈹ 。
[3]受 身 的表 現
日本 語 の受 身 的表 現 は,英 語 に直 す場 合,同 じ
受 身 的表 現(受 動態)に な る とは限 ら ない。
例.`Z..ば,
「昨 日,雨 に降 られた」
「父親 に死 なれ た」
の よ うに,自 動詞 の受 身 は英語 に はな い。 英語 の
受動 態 は,「 主 語+be+他 動 詞 の過 去 分 詞」 とな










と,能 動 態 に しなけ れ ぽ な らない(27)。
日本語 の受 身的 表現 が多用 され るの は,
「日本 語 の受 身 は,自 分 が関 与 しな い の に 自然
の成 行 き と して あ る事 態 が成立 す る とい うル ・ラ
ル を基 礎 に してい るか ら,自 動 詞 の受身 をつ くる
ことが で き る」(28)
「日本 語 の受 身 は 人 間 が主 語 に な る の が ほ とん
どで,… … そ の人 間 に話 老 は一 体感 を持 ち,な ん
らか の情 意 表 現 に な って い る」㈹
な どの理 由 が挙 げ られ る。
一 方 英語 の受動 態 は ,被 動 作主 の強調,客 観 的
な叙 述 な ど特 定 の場 合 に 限 られ る。 従 って,「 日
本 語 の発 想 で は行動 よ りも状 態 に重 きを お く傾 向
が強 い」㈹ ので,日 本 語 で は受 身的 表 現 が多 用 さ
れ る。英 語 で は逆 に,で き るだ け能 動 的,積 極 的
な構 文 が好 まれs多 用 され る こ とにな る。
例 えぽ,
ビ ジ ネ ス 英 語 の デ ィス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン問 題





の よ うに,「 有 効 にな る」 の意 味 の能 動 態 で 表 現
され る。
同様 に,
「委 託 品 は ご指 示 の価 格 よ り一 割 高 で売 れ ま し
塵 」










の よ うに,能 動態 に な る。
また,
「当市 場 に好 適 と思 わ れ る品物 に つ い て お知 ら
せ くだ さい」




の よ うに訳 す。
[4]文 の組 立 て方
一 般 に英語 は
,名 詞 を中心 に構 成 され て い るの
に対 し,日 本 語 は,動 詞 中心 の性格 が 強 い とされ
て い る。 つ ま り,英 語 の 基 本 的 な構 文 に は,「 主
語(名 詞)+他 動 詞+目 的 語 」(SVO型)で,名
詞 が 大 きな役 目を果 たす 。 従 って,英 語 ら しい英
語 を書 くた め に は,原 文(日 本語)を で き るだ け
名 詞 中 心 の 構 文 に組 み 替 え る こ とが 必 要 と な
る(31)。
例 えば,
「今 の段 階 で 彼 が 注文 を キ ャ ンセ ル す る の が賢
明か ど うか,疑 問 に思 う」
は,「 賢 明 か ど うか(whetheritiswiseornot)」












の よ うに,「 妥 当 か ど うか(whetheritisproperor
not)」 を 「適 切}妥 当(thepropriety)」 と名 詞 に
直 す。 さ らに,
「試 発 注 な され ぽ 当社 製 品 の優 れ た 品 質 が よ く




の よ うにs「 試 発 注 が … …わ か らせ る」 と直 す。
また,
「貴社 の こ勘 定 の決 済 に対 す る 当社 の二 度 に わ
た る要請 に対 して,い まだ に なん の ご返事 もいた






の よ うに,動 詞 の 「驚 き,失 望 した」 を,`with+
名 詞'の 名 詞 形 に直 す 。 この よ うに,日 本語 の動
詞 表 現 を名 詞 中心 の英 語 に直す こ とに よっ て,よ
り英語 ら しい英 語 に な る。
(2)受 信過程
(2)-1仕 組み
受 信段 階 では,送 信 され て きた メ ッセ ージ を復
号 化 しな けれ ぽ な らない ので,少 し問題 が複 雑 と
な る。 単 純 に い うと,英 語 か ら 日本語 へ の転換 作
業 が必 要 とな るが,前 に述 べ た よ うに,そ れ ぞれ
の コー ド体 系 の 異 な る外 国語 と自国語 を介す るた
め,単 純 な翻 訳 とい うわ け に は いか な い。 まず 記
号 受 容 と して表 現 され た文 章 の表 示 的意 味 の 理解
と,そ こに含蓄 され た暗 示 的意 味 の 理解 が 必要 で
あ る。 その上 で,意 味 受 容 が な され て初 め て,相
手 の意 図 が 明確 とな る。
日本 語 か ら英語 へ の転換 の場 合 は,日 本語 と し
て の表示 的 意 味 と暗 示 的意 味 は ,日 本 人 ビジ ネ ス
マ ン には比 較 的容 易 に理 解 で き るが
,逆 の英 語 を
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解読す る場合 は,コ ー ド体系が異 なるために,文
字通 り直訳 による理解(表 面的な意味の解析)と,
さらに熟読 して英語 の コー ドを借 りた理解(英 語
的発想に基づ く理解)が 必要 とな る。言 い換 える
と,コ ー ド体系1の 人が,記 号体系1か ら記号体
系IIへ 転換す る場合 と,記 号体系IIか ら記号体系
1へ 転換す る場合 は,同 じことで はな く,後 者の
場合 は,「 表示的→暗示 的」意味理解 の余計 な段
階 を踏 む必 要 があ る。つ ま り,復 号 化 デ ィス コ
ミュニケーシ ョソ=理 解 ディス コミュニケーシ ョ
ソ ・受容 デ ィスコ ミュニケーシ ョンが発生す る。
従 って,今 度 は発信過程 での場合 とは逆 に,英 語
か ら日本語へ の翻訳能力が必要 とされ る。 ここで
の作業 は,表 示的意味だけでな く暗示的意味 まで
理解 す る必 要が あ るので,そ れ だ けにデ ィス コ
ミュニケーシ ョソに陥 りやすい。
②一2受 信性ディスコミュニケーション
ここで は,発 信 の場合 とは逆の,英 語か ら日本
語への転換が必要 となる。 日本人 ビジネスマソに
とって英語 は,外 国語 のひとつ であ り,日 本語 よ
りもその理解に手間がかか り難 しい。実際は英語
を読 んで,そ の表意的 な意味を理解す る。逐語訳
(直訳)(1iteraltranslation)と いえる作業 を行 う。
一般的にはこの段階だけで十分 な場合が多いが,
内容がやや複雑 になると,さ らに深 い内容 の検討
が必要 とな る。 よ くいわれ る行 間 を読 む(read
betweenthelines)べ く含意 的意味 の理解 が なさ
れ る。つ ま り,全 体 の意味 をとって翻訳す る 「意
訳(推 敲)」 作業 が行われる。
この よ うに理論的 には二段階(直 訳→意訳)を
経 るが,ビ ジネス英語では,文 学 と異 な り,複 雑
な言 い回 しを避け るのが普通である。実際 には,
ほぼ同時に行われ る。
ここでは,英 語の理解 に際 し,表 面的な意味だ
けでな く,相 手の真意 を探 るための隠された意味
を も読解 しなければならないとい うことを考慮 に
入れ,英 語 か ら日本語への転換 の際 の問題点を,




が,日 本語ではその よ うな区別 はしないか,あ る
いは曖昧 にす る。従 って,英 語 を 日本語に直す時









の よ うに,`damage'はs前 者 の 単 数 の 場 合 は
,
「損 傷 」 の意 味 とな り,後 者 の 複数 の場 合 は ,「 損






の 場 合,`ontheseterms'は ,「 こ れ ら の(支 払
い)条 件 に 基 づ い て」 の 意 味 で ,こ こ で は
`termsofpaym
ent'の よ うに,複 数 形`terms・ は
「条 件 」 の意 味 と な る。 も し 日本語 の 「この条件 」
とい う解 釈 か ら`onthisterm'と す る と,単 数
`term'は
,他 の意 味 「期 間」 が あ り,「 この期 間
に基 づ いて」 とな り,ま った く違 う意 味 に な る。
`plac
eanorder'も 日本 語 で は単 に 「注 文 をす
る」 とい う意 味 で,わ ざわ ざ 「1つ の注 文 」 とは
いわ な い。厳 密 に言 うと,こ の場合 ,英 語 で は必
ず`anorder'と な る。 つ ま り,「 まだ 実 現 してい
ない,い くつ もあ り得 る注 文 の ひ とつ」 の意 味 に
な る。




の よ うに,「 将 来 の,い くつ もあ り得 る試 し注文
の ひ とつ」 とい う意 味 とな り,日 本 語 で は ,単 に






の場 合,日 本語 で は,「 見 本 ひ とそ ろ え を価 格 表
を添 え て お送 り願 い ます」 とな る。 つ ま り,「 見
本 ひ とそ ろ え」(afu11setofsamples)は,複 数 の
見本 を組 み合 わ せ た,同 じ よ うなひ とそ ろ えは い
くらで も集 め られ,そ の 中 の不特 定 の ひ とそ ろ え
の意 味 で,単 数`a'が 用 い られ て い る。`aprice
fist'「価 格表 」 は,本 来`acopyofthepricelist'







の場 合,`themissingcargo'は 単 に 「紛 失 貨物 」
とい う訳 で片 付 け られ る。 しか し こ こで の厳 密 な
意 味 は,紛 失 した積 荷 全 体(ま た その一部)の こ
とで あ り,一 個 一 個 の貨 物 を さ して はい な い。 も
し具体 的 な個 数 を意識 す る場 合 に は,た とえ 日本
語 で は 「紛 失 貨 物 」 で あ って も,`amissing
item'あ るい は`missingitems'な ど具 体 的 な単位
を表 す語 を使用 しな けれ ば な らな い(34)。
[1]-2代 名詞
英 語 で は代 名 詞 の使 用 が 多 い。 そ れ は,文 法 的
構 造 が 日本語 よ り厳 重 で,文 の要 素 で省略 で き な
い こ とが 多 いた め,主 語}目 的語 の形 で頻 繁 に現
れ る。
しか し 日本語 で は,代 名 詞 を省 略 して も意 味が
通 じ るため,言 い換 える と,主 語s目 的 語 を表 に
出 さ な くて もわ か る た め,曖 昧 にす る こ とが 多
い。 あ えて訳 す と直 訳 調 とな り,日 本 語 ら しさを





の場 合,日 本 語 で は,
「お送 りしま した 品 物 は ご期 待 に 添 うもの と思
い ます」
の よ うに な り,代 名 詞(we,yau,your)が す べ て






「お送 り頂 き ま した 品物 の 品質 は発 注 の 参 考 に
いた しま した見 本 よ り著 し く劣 ります 」
の よ うに,日 本 語 で は,代 名 詞 は表 に現 れ な いの
が普 通 で あ る。
[2]英 語 の暗 示 的表 現
英語 の冠 詞 は,日 本語 に は な く,そ の機 能 も見
過 ご しや す い。 例 えぽ㈹,
"Astron
gyenwillmakeJapaneseexports
一 一11&一 ビ ジ ネ ス 英 語 の デ ィ ス コ ミュニ ケ ー シ ョ ン問 題
expensiveabroad."
の 場 合,
「円 が 強 く な れ ば 日 本 の 輸 出 品 の 価 格 は 海 外 で
高 く な る 」




「強 く な っ た 円 が 日 本 の 輸 出 に 打 撃 を 与 え て い
る 」
の 訳 に な る 。 前 者 は,円 高 に な っ た 場 合 の 影 響 を
示 し,後 者 は,円 高 を 既 定 の 事 実 と し て 認 め て い
る 。
同 じ よ う に,
"AweakdollarwillmakeU .S.exportsmore
competitiveonforeignmarkets."
の 場 合,`Aweakdollar'は,「 ド ル が 弱 い な ら
ば 」 と い う訳 に な り,ま た,
"Theweakdollarhasshakenconfidencein
theU.S.economy."
の 場 合,`Theweakdollar'は,「 ド ル が 弱 い た め





の よ う に,「 当 社 は … … 大 手 の 輸 出 会 社 で す 」 の
意 味 の 場 合,`atopexporter(ortopexporters)'
と な り,`thetopexporter'と は い わ な い 。 つ ま
り,後 者 は,誰 で も 知 っ て い る 大 手 の 輸 出 業 者 と
し て は た だ の 一 社 の 意 味 に な り,大 手 の 業 者 は 他
に も あ り,こ こ で は,`atopexporter=oneof
thetopexporters'の 意 味 で,不 定 冠 詞 の 方 が 自






の 場 合,・theunfortunatemistake'は 「こ の 不 幸
な 誤 り 」,`topreventarepetition'は 「二 度 と 繰
り 返 さ な い よ う に 」 の 訳 と な る 。`arepetition'
は,ま だ 生 じ て い な い 未 来 の こ と で,し か も 発 生
した ら数 え られ る現 象 な ので`a'と して あ る(37)。
この よ うに,冠 詞 の 用 法 は 日本 語 に な い だ け
に,英 語 の`a'`the'の 表面 的 な意 味 以上 に,真 の
意 味 を理 解 す る ことは容 易 な こ とで はな い。
3)デ ィスコ ミュニケーシ ョンの背景
前 の ところで,発 信過程 や受信過 程 にお ける
デ ィスコ ミュニケーシ ョソの具体的 な例 として,
日本語 と英語の表現の違 いを示 した。
このよ うな表現の違いは,両 語 の発想 の違 いに
よるもので ある。池上 氏 に よる と(38),あ る出来
事 を表現す る場 合,英 語 は,「 ある特定 の個体 に
注 目し,そ の個体 を際立たせ るような形で表現を
構成す る傾 向」があ る。言い換 える と,「 そ の出
来事 に関与 してく動 作 主〉 として行動 す るく人
間〉 に注 目し,そ れを際立たせ るよ うな形で表現
を構成する傾 向」 が,英 語 にはある。
一方 日本語 は,「 その出来事を全体 として捉 え,
そ こに関与す る個体 であっても全体 に含 め,い わ
ぽそ こに埋没 させ るよ うな形で表現 を構成す る傾
向」が ある。言 い換}る と,「 その出来事 を全 体
として捉 え,そ こに〈動作 主〉 として行動す る
く人間〉が関与 していてもなるべ くそれを際立た
せ ないよ うな形 で表現 を構 成す る」傾向が,日 本
語 にはある。
このよ うな英語 と日本語の違 いか ら,さ らに,
池上氏は,前 者 を〈スル〉的 な言語,後 者をくナ
ル〉的 な言語 と区別 してい る(39)。こ こで も この
考 え方 を採用 し,「 人的」項 目に対 す る考 え方,
「個体」に対す る考 え方 におけ る日本語 と英語の
違いか ら,そ れぞれの発想の違いを明 らかにして
みたい。
(1)人 的要素の取 り扱い
ここでは,人 間的要素 をなるべ く際立たせた い
英語 とs逆 に,な るべ く人間的な要素を 目立たせ
ない日本語の対照を通 して,両 言語 の表現 の違 い
の背景を示 してみたい。
[1]擬 人法
文字通 り,「 モ ノ」を人間の ように扱 う方法で,
人間以外の ものを表す表現に適用 され る場合をい
う。
ビ ジ ネ ス英 語 の デ ィス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン問 題
「スル」言語 で ある英 語 は,一 般 に 「誰 か(動
作主)が …… を行 う」 とい う構 文(動 作主が主語
となる文型)が 好 まれ る。そ のため,英 語で は,
本来人間が動作主 となるべ きところを,人 間以外
の項で も使 いたがる。つま り,人 間以外 の項が動
作主の位置 に入れ られ,本 来動作主 として機能 で
きない ものにも同じよ うな特性 を与 えたよ うな表
現が広 く使われ てい る。
一方 日本語 では
,動 作主は人間が原則で,し か
も動作主 をな るべ く際立 たせ ない傾 向 があ る。
従 って,動 作主 として抽象的 な語 である,人 間以
外 の ものが使われ る ことは英語 ほ ど自由で はな
い(ao)。
例 えぽ,
「今回の出荷で弊社 の商品 の品質が競争他社 よ
りす ぐれていることが納得 いただけるもの と確信
いた します」





の よ う に`thisshipment'を 主 語 に す る 。





の 場 合,日 本 語 の 訳 は,
「同 封 の 価 格 に よ っ て,当 社 の 価 格 が 競 争 会 社
よ り は る か に 安 い こ と が わ か り ま し ょ う」
と な り,英 文 の 主 語 で あ る`pricelist'は 主 語 と






「当 社 の 発 送 課 の 記 録 で は,こ の 品 物 は3月20
日 に 発 送 ず み に な っ て お り ま す 」










「電話 をす れ ば手紙 を書 く手 間 が 省 け る」
な ど,典 型 的 な擬 人 法 の用 法 に そ の特徴 がみ られ
る。
[2]所 有 の表 現
所 有 の意 味 を表 す 場 合,英 語 で は`have'で 表
現す るの に対 し,日 本 語 で は`be(… … い る)'で
示 す こ とが あ る。 この理 由 と して,英 語 で は,
「人 間 中心 的 」 な捉 え方 を す るの に対 し,日 本 語
で は,人 間 的 な項 をあ ま り目立 た せ ない よ うにす
る傾 向 があ る(41)。
従 っ て,英 語 で は,「 人 が … … 持 つ 」 とい うい
い方 は当然,「 ものが あ る(thereis(are)some-
thing)」 の 場 合 で も,「 も の が 持 つ(something
has(have)… …)」 の よ うに衷 現 す る。 つ ま り,
英 語 で は,人 間 に限 らず 「モ ノ」 も主 題 化 あ るい
は主 語 化 して 目立 た せ,人 間的 な所 有 の表 現形 式
が存 在 の表 現 に も転 用 され る。
一 方 日本 語 で は
,「 人 が … … を持 つ」 の よ うに
人 間 を 強 調 せ ず,「 人(に)は …… い る」 の よ う
に,英 語 とは逆 にa存 在 の表 現形 式 が所 有 の表現
に転 用 され る。
例 えば,
「当社 は40余 年 の経験 が あ ります 」
の場 合,日 本 語 の 「…… あ ります」 とい う存 在 の
意 味 で 直 訳 し,`thereare… …'と す る よ りは,






「船 積 まで 日数 が あ りませ んか ら至 急 船 積 指 図
を お送 り下 さい」
の 場 合,「 日数 が あ りま せ ん」 よ り も,「 我 々 は





と書 く(も ちろ んこの場合,"Therearefewdays
一118一 ビジ ネ ス英 語 の デ ィス コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン問 題
left._',で もよい)。
さ らにs






の方 が,英 語 的 な能 動 的,積 極 的 な構 文 とな る。
[3]行 為 の概 念
こ こで は,実 際 に行 動 を お こ した 人 間(動 作
主)の 影響 力 の 結果 まで含 め る か,含 め な いか の
比 較 とな る。 言 い換 え る と,人 的 な要 素 で あ る動
作 主 の 意 図 の達 成(支 配力 の強 さ)ま で 考 慮 に入
れ るか,あ るい は動 作 主 の意 図 の達 成 には関 係 な
くそ の行 為 の み を重視 す るか の違 い で あ る。
日本語 の動詞 で は,行 為 そ の もの が重 視 され,
意 図 した こ とが行 わ れ た か とい うことま では 問 う
て い な い。 日本語 で は,結 果 の達 成 は含 まれ な く
て も よいの で あ る。
しか し,英 語 では,動 作主 の意 図 した こ とが 行
わ れ た とい うこ とまで そ の動詞 に含 まれ てい る。
英 語 の 動 詞 は,結 果 の 達 成 ま で 含 む 意 味 と な
る(42)。
分 か りやす い例 と して,日 本語 で はr
「彼 に車 を 買 うよ うに説 得 した が,彼 は 買 お う
と しなか った」






の よ うに,「 説 得 を試 み た 」 と言 わ な くて は な ら
ない。
人的 要 素 を強 調す る英 語 で は,そ の行為 者 が そ
の行為 の責任 を果 た したか とい う行 為 の結 果(目
標 の達成)ま で含 んだ広 い意味(プ ロセス+結 果)
に な るの に対 し,日 本語 で は,目 標 達成 のた め に
「行 為 が な され た」 とい うプ 偉セ スの み を示 す 狭





「政 府 は業 界 に 圧力 を か け,合 衆 国 向 け輸 出 自
主 規制 を行 わ せた 」
の よ うに,「 圧 力 を か け,… … 行 わ せ た」 と結 果
まで を含 ん だ意 味 に な る。
また,
「課 長 は秘 書 を説 得 して,退 職 願 い を 出す の を







同 じ よ うに,
"Hetalkedhiscustomerintobuyingthelat-
estmodelair-conditioner."
の場 合,結 果 まで含 んだ 意 味 とな り,
「彼 は お客 を説 得 し,新 型 の エ ア コ ソを購 入 さ
せ た」
とな る。
(2)個 体 に対 する認識
物 事 を把 握 す る場 合 に,特 定 の対 象(モ ノ),
つ ま り個 体 を取 り上 げ て 説 明す るの が,「 個 体 」
中心 思 考 で あ る。 それ に対 し,個 体 を際 立 たせ な
いで,あ くまで も全 体 図 の 中の一 部 として取 り上
げ,説 明 す る のが,「 全体 」 中心 思 考 で あ る。 前
者 は英語 的 思考 で あ り,後 老 は 日本 語 的 思考 で あ
る(43).
[1]関 係代 名詞 の用 法
英語 で は一 般 に よ く使わ れ る関係 代名 詞 も 日本
語 には見 られ な い。 文 章構 成 上非 常 に便 利 な この
概 念 が,日 本語 で はなぜ 発達 しなか った ので あろ
うか。 この理 由 と して(44),「〈 もの〉 的 志 向」 と
「〈 こ と〉 的志 向」 の対 立 が あ る。 「もの的志 向」
とい うの は,物 質的 な もの(amaterialthing)を
想 定 し,状 況 の中 か らあ る対 象(も の)を 取 り出
し,個 体 中心的 な見方 をす る英 語 的発 想 で あ る。
ビジ ネ ス英 語 の デ ィス コ ミ ュ ニ ケ ー・シ ョ ン問 題
一 方 「こ と的 発 想」 とい うの は
,抽 象 的 な こ と
(anabstractthing)を 想 定 し,個 体 とい うよ りは
そ の対 象 まで も含 んだ 全体 と して捉 えた 見方 をす
る 日本 語 的発 想 の こ とで あ る。
この発 想 の違 い が,関 係 代 名詞 の機 能 に影 響 を
与 えて い る。 関 係代 名 詞 は,あ る特 定 の もの,つ
ま り先行 詞 を取 り出 し,そ れ を説 明す る典 型 的 な
「もの志 向 的」 な構 文 とな る。 これ に対 し,「 こ と
志 向的」 な表 現 を好 む 日本 語 で は導 入 が難 しい。
ビジネ ス英語 の表 現 で は,明 瞭 直 裁 が 望 ま し
い とされ てい るので,日 本語 の漠 然 と した長 た ら
しい表 現 を,英 語 の 関係 代 名詞 を有効 に使 った 表
現 に直 す こ とが必要 とな る。
例 えば,
「貴 注 文5号 の 品物 は,9月23日 当地 出航 の 昭
和丸 に船積 され ます 」
は,「 品 物 は 昭 和 丸 で 運 ぼ れ る」 と考 え,「 昭 和
丸 」 を取 り出 し,後 はそ れ の説 明す る部分 を加 え





の よ うに関 係代 名 詞 を活 用 す る。
また,
「船 会社 に紛 失貨 物 の調 査 を依頼 しま した か ら,







とな る。 こ こで は,相 手 の知 りた い ことは,調 査
を依 頼 した こ とで は な く,紛 失貨 物 が いつ見 つ か
るか とい うこ とで あ る。 従 って,調 査依 頼 の経 過
報 告 は,関 係代 名 詞 の用 法 を活 用 し,挿 入 句 と し






の,「 カ タ ログ」 を取 り出 した 関 係 代 名 詞 の 用 法
一119-一 一
は,
「ご請 求 に した が い,弊 社 テ ー プ レ コーダ ー の
カ タ ログを お送 りしま した が,種hの モデ ル に関






は,「 貴 社 の勘 定 は未 払 い で す」 が 主 題 で,勘 定
を際立 た せ て い る。 つ ま り,
「貴 社 の 勘 定 は,5月12日 が支 払 期 日です が,
い まだ にお支 払 をい ただ いて お りませ ん」
とな る。
〔2]運 動 の動 詞
英 語 の`go'`come'は,日 本 語 で は 「行 く」 「来
る」 の よ うに,一 般 に は運 動 の 動 詞 と して,「 場
所 の 変 化(移 動)」 を 表 す 訳 に対 応 して い る。 し
か し,必 ず し も 日本 語 の 「行 く」 「来 る」 と は対
応 しない。 例 えぽ,`gocrazy'`cometrue'1ま,
「気 狂 い に行 く」 「現 実 に来 る」 で は な く,「 気 が
狂 う」 「実 現 す る」 と な る。 同 様 に,`goto
pieces'`cometolife'は,「 こな ごな にな る」 「生
き返 る」 と なる(46)。
この よ うに,英 語 で は`go'`come'な ど 「場 所
の変 化 」 を表 す 動 詞 は,日 本語 の 「な る」 に相 当
す る 「状態 の変 化」 を示 す動 詞 に転 用 され る のが
普通 で あ るが,日 本語 で は そ の よ うに しない。
つ ま り,英 語 で は,移 動 す る個 体 に注 目してお
り,「 状 態 の変 化 」 を,そ の個 体 の 移 動 と して捉
えて い るが,日 本 語 で は,個 体 を全 体 を構 成 す る
一一部 として考 え
,個 体 の位 置 が時 間 の経 過 に よ り






「も し貴 社 の製 品 の 品質 が 当方 の期 待 通 りで あ
ゑ な らぽ,定 期 的 に注 文 を いた します 」
の よ うに,「 我 社 の期 待 ま で来 る」 の で は な く,
「期 待 通 りに な る」 あ る い は 「期 待 通 りで あ る」
と訳 す 。
一120一 ビ ジ ネ ス 英 語 の デ ィ ス コ ミュニ ケ ー シ ョ ソ問 題
また,
「同封 の送 り状 は,当 社 の注文 書250番 に対 して




の よ うにs日 本 語 の 「(で)あ る」 とい う状 態 の
表 現 が,英 語 の 「網羅 す る」 とい う行 動 の表 現 と
同 じ意 味 に使わ れ て い る。
[3]可 算名 詞 と不可 算 名詞
日本語 に は,単 数 と複 数 の 区別 が な く,可 算 名
詞 と不可 算 名 詞 とい う区別 も特 に必要 で は ない。
一方 英語 で は
,「 数」 につ い て は明確 な区 別 が 必
要 で,文 法 上 選択 す る義 務 が あ る。 このた め英 語
で は,対 象 を 「個 体 」 と し て,あ る い は 「連 続
体 」 と して捉 える方 法 を取 る。
対 象 を個 体 と し て捉 え る考Y方 で は,対 象 を
「一 つ」 あ る い は 「二 つ 以 上 」 と数 え(可 算),
「単 数」 と 「複 数 」 に 区別 す る。 言 い換 え る と,
単 数 は個 体 が 一つ とい うこ とで,複 数 は個 体 が二
つ 以 上 あ り,個 体 が集 まった もの として捉 え られ
て い る。
また 対 象 を連続 体 として捉 え る考 え方 で は,対
象 を 「一 つ」 あ るい は 「二 つ 以上 」 と数 え られず
(不可算),従 って単 数,複 数 の区 別 が で きな い と
す る考 え方 で あ る(た だ し,英 語 の名詞 の場 合,不
可算名詞 は,便 宜上単数で表示 され る)(47)。








従 って,英 語 の場 合 は,対 象 を個体 として捉
え,単 数 か複数 かを決 める必要が ある。
一方 日本語の場合は,可 算,不 可算 の概念 もな
く,単 数,複 数 の区別 もない。つ ま り,日 本語の
場合,英 語 と異 な り,対 象 を 「個体」「個体 の集
合体」「連続体」の どの尺度 で捉 えるか とい う区
別は必要ではない。
例 え ばs「 門 の と ころ に猫 が い た よ」 の場 合,
日本 語 で は,一 一匹 の猫 な のか,二 匹 な のか,あ る
い は それ 以上 い るのか,表 現上 特 に 明確 に しな く
て も よい が,英 語 の場 合 は,`acat'な の か,
`cats'な の か
,文 法 上常 に明確 に しな けれ ぽ な ら
な い。
日本 語 の 特 徴 と して,他 か ら独 立 した対 象 の
「個 体 」 を際 立 た せ な い傾 向 が あ り,個 体 を 明確
に捉 えず,そ の意 味 の輪 郭 を ぼかす よ うな表 現 を
好 む 日 本 人 の 志 向 性 に よ る も の と 考 え ら れ
る(48)。
従 っ て,日 本語 は,英 語 と対 照 的 に,数 に関 し
ては 明確 にす る こ とが難 しいの か もしれ ない。
例 えば,
"Wehaveover40yearsofexperience ."
の よ うに,「40年 以 上 の経 験 」 の場 合 は,日 本 語
で は,数 えられ るか あ るい は数 え られ ない か は明
確 で はな いが,こ の場 合 の 英語 表現 で は,長 年 に
わた って蓄 積 され て きた経験 の個 々の もの を意 味
す るので は な く,全 体 と して ま とま った経 験,つ
ま り 「連続 体 」 と して捉 え,不 可 算 名詞 とな る。
同様 に,知 識(knowledge)や 技 術(technology)
も 日本語 で は可 算,不 可算 の区別 は ない が,英 語
表 現上 で は,長 い間 に絶 え間 な く蓄 積 され,分 割





「ご提供 い た だ くい か な る情 報 も極 秘 に扱 わ れ
ます 」
の場 合 の 「情 報 」 も,英 語 で は,種hの 内容 の お
知 らせ か ら構 成 され,そ れ らをす べ て ま とめ て初
め て 意 味 を なす ま と ま りで あ る 「連 続 体 」 と考
え,不 可 算 名詞 で あ る。
同様 に,
「家具 の供給 業者 に連 絡 した い」
の 場 合 も,英 語 表 現 に 直 す 際 に は,`furniture'
は,い ろい ろ な種 類 の家具 か ら構 成 され,分 割 で
き ない 「連続 体」 と考 え,不 可 算名詞 とな り,
"Wewouldliketogetintouchwithsuppliers
offurniture."
の よ う に 表 現 さ れ る 。
4.む す び
ビジ ネ ス英 語 の デ ィ ス コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ソ問 題
ビジ ネ ス に お け る 輸 出 者(売 り手)と 輸 入 者
(買い手)の 立 場 の違 いに お け る表 現 ・解 釈 の違 い
は,「 場 」 の違 いか ら当然 の こ とで あ る。 しか し
そ れ 以 上 に,「 コー ド」 は文 化,社 会,歴 史 的 背
景 に大 き く左 右 され るの で,外 国人 同士 の コ ミュ
ニケ ー シ ョン とな る国際 取 引 の場 合 は
,「 コ ー ド」
の違 い に よる表 現 ・解 釈 の違 い の方 が大 きい。
例 え ば,エ ドワー ド ・T・ ホ ール が述 べた よ う
に,日 本 の よ うな 高 コ ン テ キ ス ト(HighCon-
text)文 化(社 会)に お い て は,「 言 語」 的 に は っ
き り言 うよ りは,暖 昧 に な るべ くお互 いに 「以 心
伝 心」 「察 し」 に よ る理 解 が 求 め られ て い る。 し
か し,米 国 の よ うに低 コ ンテ ク ス ト(LowCon-
text)文 化(社 会)で はs「 言 語 」 へ の 依存 度 が非
常 に高 く,論 理 的 に明確 に述 べ る こ とが必 要 と さ
れ る(図4-1参 照)。
そ れ故 に,た とえ共 通 言 語 で あ る 「英 語」 で コ
一121-・
ミュニ ケ ーシ ョソが な され て いて も,そ の背 景 と
な る コー ド,つ ま り母 語 の発 想 に ど うして も影 響
され る。 よ く 日本 人 の英 語 はわ か りに くい と言 わ
れ る。 それ は,も ち ろん英 語 そ の もの に欠 陥 が あ
る のか も しれ な い。 しか し,た とえ文法 的 に 正 し
い英 語 で あ って も,そ の英 語 は あ くまで も 日本 語
の コー ドを基 礎 に した 英 語表 現 なの で あ る。 日本
人 は,物 事 を ス ト レー トに 言 わ な か った り,
`Yes'と も`No'と も とれ る よ うな曖 昧 な表 現 に な
りや す い。従 って,日 本 人(社 会)の コ ンテ クス
トで は,十 分 に コ ミュニケ ー シ ョン はで きて も,
外 国(異 文化)の コ ソテ クス トで の コ ミュニ ケー
シ ョンは,円 滑 に いかず,い わ ゆ るデ ィス コ ミュ
ニ ケー シ ョンに な りや す い。 本 稿 で取 り上 げた ビ
ジネ ス英語 は,必 ず しも常 に 日本語 か ら英語 ,英
語 か ら 日本語 へ と転 換 され るわ け で は ない。 そ の
まま英語 と して理 解 す れ ば事 は済 む 場 合 もあ る。
しか し非 英 語 国民 の我 々に とって は,や は りあ る
程 度 英語 か ら,あ るい は英 語 へ の転換 作 業 が 必要
に な る。 従 って我hは,英 語 国民 に比 べ て大 きな
ハ ソデ ィキ ャ ップを 背負 うこ とに な る。
一 般 的 に い うと
,語 学 は コ ツ コ ッ とた ゆ まぬ
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● 「日本 型 」 の コ ミュ ニ ケ ー シ ・ソ=日 本 文 化 の コ ンテ ク ス ト(そ の場 の
雰 囲気 前 後 関 係,文 脈,過 去 と の つ な が り,言 外 の意 味,
間柄,状 況,背 景 な ど)に 依 存 す る度 合 が 高 い。
● 「欧 米 型 」 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョンe欧 米 語 の論 理 ・意 味 内 容(message
,
information)に 依 存 す る度 合 が 高 い。
(出 所)鍋 倉 健 悦(編 著)『 日本 人 の 異 文 化 コ ミュ ニ ケ ー シ ョソ』 北 村 出
版,1990年,81ペ ー ジ、
一122一 ビ ジ ネ ス 英 語 の デ ィ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョン問 題
日hの 努力の積み重ねの結果であ り,す ぐにその
効果 は 出て こない。 日常生活 が母語 で用 が済 め
ぽ,あ えて24時 間英語で考 える必要 もない。 日本
人の英語が,学 校 で長時間学ぶ割にはその効果が
い まひ とつ不足 しているのは,や は り日本語の社
会で,日 本人の教師に よる指導 のせいであろ う。
ビジネス英語 も,一 時的にいろいろな表現を一生
懸命暗記 して急場 を しの ぐことが可能 であるが,
それで は種hの 状況 に合わせた表現 を覚 えるのに
際限がな く,不 可能 である。24時 間英語にさ らさ
れ てい ることが困難 な 日本 とい う国内 にい る限
り,英 語的発想 をす るとい うことは,非 常に難 し
い。本稿 で取 り上 げた よ うな日本語,英 語の背景
となる発想 の違いを理解 していれば,例 えぽ,下


















つ ま り,英 語 国民 に 比 べ て大 きな ハ ソ デ ィ
キャ ップを背負 う我hは,こ のハ ソデ ィキャ ヅプ
解消のため,日 本人の国語である 日本語 と,ビ ジ
ネス上の共通言語であ る英語 との表現の違 いを単
に覚 えるよ りも,そ の背景 とな って いる発想(考
え方)の 違 いを検討す ることに よって,英 語 への
理解 を より一層深め ることがで きるはずである。
本稿 で は,コ ミュニ ケーシ ョソが100%達 成 さ
れ ることはあ り得 ない とい うことを前提 に,デ ィ
ス コ ミュニケーシ ョソの原因を探 るために,ま ず
基本 ともなる翻訳論 の原則 を借用 した。 これを ビ
ジネス英語 での誤 りやすい表現 にあてはめ,間 違
い とな る原 因 の理 論 的(言 語学的)解 明 を試 み
た。言 い換 えると,本 稿 は,従 来の ビジネス英語
研究では不足 していた 「(英語ではそのような表現
はしない。)そ れは なぜ か」 とい う視点 か らの検
討を行 った新 しい試みである。
(注)
(1)岩 下 貢 『海 外 ビ ジ ネ ス コ ミュ ニ ケ ー シ ョソ』 日本 貿 易 振
興 会(ジ ェ ト ロ)昭63年,5ペ ー ジ
② 同上,10ペ ー ジ
(3)平 成3年1月1日 か ら2月8日 ま で の 日本 経 済新 聞 と東 京
新 聞 の 朝 刊,夕 刊 を参 考 に した 。
(4)以 下 の 説 明 は,阿 久 津 喜 弘 編 ・解 説 『現 代 の ヱ ス プ リ 「コ
ミュ ニ ケ ー シ ョン 」』 弘 文 堂,昭51年 を 参 考 に し,邦 訳 は そ




(邦 訳:阿 久 津 喜 弘,前 掲 書,6ペ ー ジ)
(6)C.E.OsgoodandT.A.Sebeok(eds),Psycholinguistics,
Ind1anaUniv,Press,1965,p.1(邦 訳:阿 久 津 喜 弘,前 掲
書,6η ペ ー ジ)
(7)C.H.Cooley,"TheSignificanceofCommunication"B.
BerelsonandM.Janowitz(eds),oP.cit.,PP,X45-153(邦
訳:阿 久 津 喜 弘,前 掲 書,7ペ ー ジ)
(8)W.Schramm,"HowCommunicationWorks"W.
Schramm(ed),ThePressandEffectsofMassCommuni-
cationUnivoflllinoisPress,1954,pp.3-26(邦 訳:阿 久 津
喜 弘,前 掲 書,7ペ ー ジ)
(9>竹 内 郁 郎 「社 会 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョソ の構 造 」 内川 芳 美 編
『講 座 現 代 の 社 会 と コ ミュ ニ ケ ー シ ョン1.基 礎 理 論 』 東 京
大 学 出版 会,1973年,105ペ ー ジ
Uo)中 野 収 「マ ス ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ソ と記 号 」 川 本 茂 雄 他
編 『講 座 ・記 号 論4:日 常 と行 動 の 記 号 論 』 動 草 書 房,!982
年,123ペ ー ジ
(11)同 上,122ペ ー ジ
{12)池 上 嘉 彦 『詩 学 と 文 化 記 号 論 』 筑 摩 書 房,1983年,148
ペ ー ジ
㈹ 例 え ぽ,「 イ エ ス」 「ノ ー」 の表 わ し方 も国 に よ っ て さ ま ざ
ま で あ る。 一 般 的 に は縦 に うな づ け ば 「イ エ ス」,首 を横 に
振 る と 「ノ ー」 の表 現 と な る が,ギ リシ ア,ト ル コ,イ ソ ド
な ど の あ る地 方 に お い て は,こ れ が逆 の意 味 と な る 。 また イ
タ リア の シチ リア 島 で は,あ ごを 突 き 出 して ち ょっ と仰 向 く
と 「ノ ー」 を意 味 し,エ チ オ ピ ア で は 仰 向 い て眉 を つ け上 げ
る と 「イ エ ス 」,首 を 右 に振 る と 「ノー」 を 意 味 す る.(D.
ウ ォル トソ,石 丸 正 訳 『コ ミュ ニ ケ ー トし ます か?』 マ グ ロ
ウ ヒル,1990年,42ペ ー ジ)
(14)稲 増 龍 夫 「社 会 的 コ ミ ュニ ケ ー シ ョソ と して の 音 楽 」 水 原
泰 介,辻 村 明 編 『コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の社 会 心 理 学 』 東 京 大
学 出版 会,1984年,153ペ ー ジ
(15>長 野 格,野 口博 一 『商 業 英 語 文 法 教 本 』 大 修 館 書 店,1981
年,68-69ペ ー ジ
㈱ ノア 。S・ブ ラネ ソ,澤 登 春 仁 『機 能 的 翻 訳 の す す め 』 バ ベ
ル ・ペ レ ス,1988年,6Q-61ペ ー ジ
(17)吉 田 民 人 「社 会 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン」 阿久 津 喜 弘,前 掲
書,44ペ ー ジ(吉 田民 人 他 編 『今 日の 社 会 心 理 学4』 培 風 館,
昭42年 所 収)
ビ ジ ネ ス英 語 の デ ィス ロ ミSケ ー シ ョン問 題
(1s)加 藤 秀 俊 『文 化 と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ソ』 思 索 社,昭46年,
46-47ペ ー ジ
(19)小 正 幸 造 『す ぐれ た 英 語 翻 訳 へ の 道 』 大 修 館 書 店 ,1989
年,13ぺi
⑳ 以 下,本 稿 の ビ ジ ネ ス英 語 の 例 文(英 文 ・和 文)は 下 記 を
参 考,引 用 し た。
石 山輝 夫 『《 基 礎 〉 ビジ ネ ス 英 語 の 修 得 』 第 三 出 版,1986
年
石 山 輝 夫 『《 初 級 》 ビジ ネ ス 英 語 の 修 得 』 第 三 出 版,1985
年
石 山 輝 夫 『《 中 級 〉 ビ ジ ネ ス 英 語 の修 得 』 第 三 出版,1985
年
伊 東 克 己,太 田 正 孝 『国 際 ビジ ネ ス コ ミュ ニ ケ ー シ3ン 演
習 』 南 雲 堂,1987年
伊 東 克 己 他OverseasBusinessandCommunication,英 潮
社,1991年
⑳ 有 名 な 例 と して,川 端 康 成 『雪 国 』 の 最 初 の 部 分 「国 境 の
長 い トンネ ル を抜 け る と雪 国 で あ っ た 」 は,英 語 の 翻 訳(サ
イデ ン ス テ ッカ ー)で は,"Thetraincameoutofthelong
tunnelintotheS110Wcountry."(汽 車 は 長 い トンネ ル を抜
け て 雪 国 へ 入 った)の よ うに,主 語(thetrain)が 補 わ れ て
い る。(小 正 幸 造,前 掲 書,13ベ ー ジ)
⑳ 石 山 輝 夫 『《 基 礎 》 ビ ジ ネ ス 英 語 の 修 得 』 前 掲 書,172
ペ ー ジ
⑳ 牧 野 成 一 「こ と ぽ と 空 間 』 東 海 大 学 出 版 会,1978年,
41-44ペ ー ジ
(24)牧 野 成 一,前 掲 書,43ペ ー ジ
(25)板 坂 元 『日本 人 の 論 理 構 造 』 講 談 社,1990年,134ペ ー ジ
㈱ 石 山 輝 夫,前 掲 魯,183ペ ー�
⑳ 池 上 嘉 彦,前 掲 書,95ペ ー ジ
⑳ 大 野 晋 『日本 語 の 文 法 を 考 え る』 岩 波 書 店,1978年,125
ペ ー ジ
(29)牧 野 成 一,前 掲 書,183ペ ー ジ
(30)笹 井 常 三 『英 文 ラ イ テ ィ ソ グ ・ハ ン ドブ ック』 研 究 社 出版,
1989年,103ペ ー ジ
⑳ 同 上,107-109ペ ー ジ
(32)石 山 輝 夫,前 掲 書,185ペ ー ジ
{33)同 上,149ペ ー ジ
{34)同 上,175ペ ージ
㈲ 笹 井 常 三,前 掲 書,35ペ ー ジ


























池 上 嘉 彦,前 掲 書,240-241べi
同上,292ペ ー ジ
同上,281-282ペ ー ジ
同 上,261--264ペ ー ジ
同 上,275-276ペ ー ジ
同 上,251-256ペ ー ジ
同 上,252-253ペ ー�
石 山 輝 夫,前 掲 書,176ペ ー ジ
池 上 嘉 彦,前 掲 醤,286ペ ー ジ
同 上,244-249ペ ー ジ
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例xぽ,正 確 な数や箇所 が分 か ってい る場 合 で も 「ニ ッt
ドクダサ イ」「ソノヘ ンマデ読 ソデ クダサ イ」「コノアタ リデ
止 メニシ ヨウ」 な どと正確 さをぼか した言 い方が普 通 にな さ
れて いる。(池 上 嘉彦 前掲 書,248ペ ージ)
㈲ 英 語表 現 と して は,a--1が 正 しい。a-1は,否 定 の判 断
を くだす 〈人 間〉 と関 係づ け られ 英語 的 発 想 であ り,否 定
(not)が 上 位節 へ 移 され て い るの に対 し,a-2は,否 定 は
`that'以 下の命題 であ るく コ ト〉的 な部分 に関係 した 日本語
的 発想で あ る。一一方,日 本語 の訳 は,下 記の イー2が 正 しい。
イヨ)私 は当社 の新製品 は よ く売れ るとは思 い ませ ん。
イー2)私 は当社の新 製品 は よ く売れ ない と思 い ます。
つ ま りイー1は,「 私 は……思 いませ ん」 と個人 の判 断が強 く
出 す ぎてお り,日 本 語 の表 現 として は あ ま りふ さわ し くな
い。 イー2は,「 新 製品 は よ く売れ ないの ではな いか と思 う」
とい う日本的 な曖 昧 な表現 となってお り,日 本語的 であ る。
(池上嘉 彦,前 掲書,270ペ ージ)
bの 例 は,一 般的 には同義 に用い られ るが,厳 密 な意味 上
の違 いが あ る。b-1よ りb-2の 方 が否定 の意味 が 強 い。 つ
ま り,b-1は,`not'`happy'が 独立 してお り,「不幸」 の度
合が低 く 「幸福 で もな い し,不 幸 で もない」 とい うneutral
(中間)の 意 味が含 まれ る。b-2は,`uガ が直 接`haPPY'に
密着 しているだけ に 「幸 福 ではな い」→ 「不幸 であ る」 とい
う否 定の意味 が強 くな る。(ノ ウ ・S・ブ ラウン,澤 登春仁,
前掲 書,80ペ ージ)
cの 例 は,Tと`ournewoffice'の 近接度 によって実感 の
違 いが示 され る。c-1は,実 際 に行 ってみ た場合 もあ りえる
が,間 接 的 に人 か ら聞 いた場 合 もあては まる。c-2は ,実 際
に行 って 自分 で た しかめた 感想 を あ らわ してい る。(ノ ウ ・
S・ ブ ラウン,澤 登 春仁,前 掲書,81ペ ージ)
